
そ
の
１
・
西
区
藤
棚
地
区

１

地
区
の
概
要
－
高
齢
化
の
す
す
ん
だ
下

町

　
こ
の
藤
棚
地
区
（
日
常
利
用
圏
）
の
面
積
は
約
二

百
四
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
区
城
の
三
六
・
二
％
）
、

人
口
四
万
人
強
（
区
人
口
の
五
三
％
、
世
帯
数
約
一

万
九
千
世
帯
で
あ
る
。
地
域
の
平
均
人
口
密
度
は
約

百
七
十
人
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
西
区
平
均
（
百

二
十
三
人
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
比
べ
て
も
高
く
、
区

内
で
最
も
人
口
桐
密
な
地
域
で
あ
る
。
一
世
帯
当
た

り
の
人
口
は
二
・
三
二
人
／
世
帯
で
、
区
平
均
よ
り

高
く
、
ほ
か
よ
り
複
合
的
な
家
族
形
態
が
多
め
で
あ

る
。
ま
た
、
高
齢
化
率
は
一
六
・
二
％
（
平
成
四
年

度
）
と
区
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
西
区
内
で
最
も

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、
代
表
的
な
下

町
地
域
と
い
え
る
。

　
北
側
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
沿
い
を
中
心
に
平
坦
な

低
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
大
部
分
は
起
伏
に

富
ん
だ
丘
陵
地
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
中
央
を
東
西

に
伸
び
る
藤
棚
商
店
街
は
低
地
と
丘
陵
地
の
境
界
線

上
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
北
側
の
平
坦
地
は

戦
災
復
興
の
区
画
整
理
が
な
さ
れ
、
南
側
の
丘
陵
市

街
地
は
起
伏
が
激
し
く
ス
プ
ロ
ー
ル
的
に
形
成
さ
れ

た
街
で
、
整
然
さ
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か

し
、
地
域
全
体
と
し
て
は
近
隣
商
店
街
を
も
っ
た
低

層
高
密
度
の
住
宅
地
の
色
彩
が
強
く
、
生
活
の
匂
い

の
す
る
親
し
み
が
あ
る
街
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。

開
発
経
過
を
み
る
と
、
地
区
の
全
域
が
昭
和
四
十
年

以
前
に
既
に
Ｄ
Ｉ
Ｄ
と
な
っ
て
い
る
。
西
区
全
体
で

は
昭
和
四
十
年
以
前
の
居
住
者
が
六
割
を
占
め
て
お

り
、
当
地
区
も
昭
和
四
十
年
以
前
の
居
住
者
が
多
い

と
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
地
城
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
鉄
道
最
寄
に
ひ
駅
は
、

相
鉄
線
西
横
浜
駅
、
京
急
線
戸
部
駅
・
日
ノ
出
町
駅

の
三
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
駅
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
圏

内
に
あ
る
交
通
利
便
性
が
高
い
地
域
は
、
北
側
及
び

東
側
の
野
毛
山
一
体
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
丘
陵

地
の
大
部
分
は
駅
か
ら
Ｉ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
入

る
も
の
の
、
な
か
に
は
、
境
之
谷
や
酉
戸
部
町
二
丁

目
な
ど
の
一
部
で
は
、
都
心
部
に
あ
り
な
が
ら
バ
ス

の
利
便
性
さ
え
確
保
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

２
－
地
域
の
課
題

　
藤
棚
地
区
の
調
査
は
、
西
区
役
所
の
各
課
の
職
員

に
一
堂
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
地
区
の
性
格
、
課
題

を
話
し
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
た
。
さ
ら
に

連
合
町
内
会
長
、
個
々
の
地
域
活
動
者
に
対
し
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
地
域
共

通
の
課
題
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
―
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
問
題

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
区
の
高
齢
化
率
は

区
内
で
最
も
高
い
地
域
で
あ
る
。
中
で
も
、
赤
門
町

ゾーン区分地域施設分布図図一１

１
―
地
区
の
概
要
－
高
齢
化
の
す
す
ん
だ
下

　
　
町

２
―
地
域
の
課
題

３
―
住
民
活
動
・
住
民
組
織
の
特
徴

４
―
地
域
活
動
か
ら
み
た
地
域
施
設
の
ニ
ー

　
　
ズ

５
―
ま
と
め
Ｉ
地
区
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
展
開

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
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二
丁
目
は
二
四
・
三
％
、
西
前
二
、
三
丁
目
は
二
〇
・

一
％
で
二
割
を
越
え
て
い
る
。
介
護
者
の
高
齢
化
に

よ
り
、
住
み
な
れ
た
町
を
離
れ
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
往
診
し
て
く
れ
る
主
治
医

も
高
齢
化
し
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
高
齢
で
あ

る
。
区
内
で
は
ヘ
ル
パ
ー
の
需
要
は
多
い
が
な
り
手

が
少
な
く
、
老
い
を
支
え
る
若
年
層
が
少
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
介
護
者
の
休
養
の
た
め
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
施
設
の
不
足
、
病
院
の
不
足
な
ど
高
齢
者
を
支
え

る
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
た
。

　
高
齢
化
問
題
の
も
う
一
つ
の
側
面
は
、
四
、
五
十

年
間
住
み
続
け
て
い
る
高
齢
者
で
あ
る
地
元
住
民
と

新
し
い
住
民
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
新
住
民
は
旧

住
民
に
溶
け
込
め
な
い
、
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
地

域
の
活
動
も
相
互
に
交
流
が
な
い
。

　
若
年
家
族
層
の
住
環
境
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
同
時
に
、
高
齢
者
の
圧
倒
的
な
勢
力
が
精
神

的
に
も
若
者
を
住
み
づ
ら
く
し
て
い
る
と
い
う
声
も

聞
か
れ
た
。
若
年
家
族
層
を
呼
び
戻
す
こ
と
が
、
こ

の
地
区
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

②
―
子
育
て
環
境
の
問
題

　
高
齢
化
の
進
展
は
、
年
少
人
口
の
減
少
と
平
行
し

て
い
る
。
小
学
生
の
生
徒
数
は
微
減
し
、
一
学
級

三
十
人
程
度
で
あ
る
。

　
引
っ
越
し
て
間
も
な
く
子
供
を
生
み
、
孤
立
し
た

な
か
で
子
育
て
を
し
て
い
る
母
親
の
子
育
て
不
安
が

強
い
、
と
い
う
保
健
婦
か
ら
の
問
題
提
起
は
ど
の
地

区
に
も
あ
っ
た
が
、
と
く
に
、
子
供
数
の
少
な
い
こ

の
地
区
で
は
、
そ
の
傾
向
は
高
い
（
保
健
婦
の
取
り

組
み
で
は
、
こ
の
地
区
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
は
、
０

歳
児
八
グ
ル
ー
プ
、
幼
児
十
五
グ
ル
ー
プ
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
）
。
ま
た
、
学
童
期
、
思
春
期
の
子

供
の
母
親
か
ら
は
、
子
供
の
遊
び
環
境
の
貧
弱
さ
、

伸
び
伸
び
遊
べ
る
自
然
環
境
の
不
足
（
西
区
の
被
緑

地
率
は
七
％
、
市
内
十
六
位
）
、
刺
激
の
多
い
繁
華

街
、
働
き
に
出
て
い
る
親
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
て

い
る
子
供
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

③
ｌ
施
設
（
町
内
会
館
等
地
元
集
会
施
設
）
の
不
足

　
Ｍ
Ｍ
２
１
地
区
内
の
大
規
模
な
全
市
対
象
の
施
設

が
近
く
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
会
館
を
始

め
、
地
元
の
市
民
が
利
用
で
き
る
小
規
模
の
施
設
が

不
足
し
て
い
る
。
高
密
度
住
宅
地
区
が
区
全
体
の
四

七
％
を
占
め
、
未
利
用
地
の
極
め
て
少
な
い
こ
の
地

区
で
は
新
し
い
施
設
の
建
設
は
難
し
く
、
既
存
施
設

の
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

④
―
移
動
・
道
路

　
交
通
量
が
多
く
道
路
も
狭
く
、
さ
ら
に
坂
道
の
多

い
こ
の
地
区
で
は
、
老
人
、
車
椅
子
の
障
害
者
の
移

動
に
つ
い
て
の
不
安
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
坂
道
へ

の
違
法
駐
車
が
移
動
の
障
害
に
な
り
、
障
害
者
の
外

出
を
困
難
に
し
て
い
る
。
国
道
沿
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
伴
う
駐
車
場
不
足
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
最
寄
力
の
鉄
道
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
循
環
バ
ス
の
必
要
性
も
聞
か
れ

た
。

３
一
住
民
活
動
・
住
民
組
織
の
特
徴

①
―
地
域
活
動
の
現
状

ア
高
齢
化
し
た
自
治
会
・
町
内
会
活
動

　
こ
の
地
区
は
三
つ
の
連
合
町
内
会
に
分
か
れ
て
い

る
。
区
役
所
の
位
置
す
る
第
二
地
区
、
藤
棚
・
浦
舟

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

通
り
か
ら
東
側
の
藤
棚
、
久
保
山
周
辺
の
第
三
地
区
、

西
側
の
野
毛
山
・
掃
部
山
周
辺
の
第
四
地
区
で
あ
り

（
地
域
施
設
配
置
図
参
照
）
、
計
五
十
六
の
単
位
自

治
会
か
ら
な
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
西
区
連
合
町
内

会
長
は
、
第
四
地
区
連
合
会
の
会
長
で
あ
り
、
ま
た
、

六
百
二
十
世
帯
の
境
之
谷
西
部
町
内
会
の
会
長
で
も

あ
る
。
ち
な
み
に
、
行
政
の
委
嘱
さ
れ
た
役
割
を
上

げ
る
と
、
境
之
谷
ロ
グ
ハ
ウ
ス
運
営
委
員
長
、
境
之

谷
公
園
愛
護
会
会
長
、
西
区
青
少
年
図
書
館
運
営
委

員
長
、
西
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
、
西
区
地
域

活
動
ホ
ー
ム
運
営
委
員
長
、
西
区
社
会
福
祉
協
議
会

委
員
、
そ
し
て
こ
の
地
区
の
民
生
委
員
で
も
あ
る
。

全
部
で
七
つ
の
役
職
を
引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
役
割
は
、
ほ
と
ん
ど
区
役
所
か
ら
の
依
頼
に
よ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
会
長
は
昭
和
二
十
四
年
よ

り
居
住
、
こ
の
土
地
に
四
十
年
以
上
居
住
し
て
い
る

七
十
代
の
元
公
務
員
で
あ
る
。
こ
こ
の
自
治
会
・
町

内
会
活
動
の
現
役
は
、
会
長
、
婦
人
部
、
西
区
全
体

の
子
供
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
い
ず
れ
も
、
終
戦

直
後
に
こ
こ
に
住
み
着
い
た
居
住
歴
四
、
五
十
年
の

高
齢
者
地
元
住
民
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
役

所
の
依
頼
業
務
が
き
わ
め
て
多
忙
な
中
で
「
こ
の
よ

う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
僕
の
世
代
で
お
し
ま
い
で

し
ょ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

イ
町
内
会
主
導
の
老
人
給
食
会

　
第
三
地
区
連
合
町
内
会
長
も
昭
和
二
十
年
か
ら
居

住
し
て
い
る
七
十
六
歳
の
元
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
。

第
三
地
区
で
は
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
元
の

民
生
委
員
、
保
健
所
の
協
力
で
痴
呆
性
老
人
の
デ
イ

ケ
ア
、
「
カ
ボ
チ
ャ
園
」
の
活
動
が
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
、
四
年
近
ぐ
続
い
て
い
る
。
送
迎
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
食
事
の
係
、
遊
び
の
相
手
を
す
る
人
な
ど
、
一

人
の
痴
呆
性
老
人
に
対
し
最
低
三
～
四
人
の
ボ
ラ
ン

地
域
施
設
の
状
況

　
　
　
（
平
成
四
年
十
月
調
査
時
点
）

旧
四
点
セ
ッ
ト
：
藤
棚
に
地
区
セ
ン

　
タ
ー
（
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー
併
設
）
の
建
設
計
画
、
境
之

　
谷
公
園
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
西

　
前
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ー

　
ル
、
西
セ
ン
タ
ー
（
地
区
外
）

教
育
施
設
：
（
中
学
校
）
西
中
、
老

　
松
中
、
（
小
学
校
）
稲
荷
台
小
、

　
西
前
小
、
一
本
松
小
、
東
小
、
戸

　
部
小
（
地
区
外
）

公
共
施
設
：
西
区
総
合
庁
舎
、
障
害

　
者
地
域
活
動
ホ
ー
ム
、
浜
松
町
老

　
人
憩
い
の
家
、
勤
労
青
少
年
セ
ン

　
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
老

　
松
会
館
と
併
設
で
建
設
中
）
、
一

　
本
松
青
少
年
の
家
、
県
教
育
尺
二
館
、

　
県
高
等
学
校
教
育
会
等

町
内
会
館
：
東
久
保
町
・
久
保
町
・

　
浜
松
町
等
十
八
の
町
内
会
館
・
自

　
治
会
館
（
整
備
率
五
十
六
．
八
％
）

そ
の
他
：
学
童
保
育
所
（
藤
棚
町
）

　
等

23●



テ
ィ
ア
が
必
要
で
、
五
人
い
れ
ば
十
分
な
対
応
が
可

能
だ
が
、
そ
こ
ま
で
の
人
手
は
集
ま
ら
な
い
、
と
い

う
。
会
場
は
東
久
保
町
会
館
で
あ
る
が
、
坂
道
が
あ

る
こ
と
、
ト
イ
レ
が
健
常
者
用
の
設
備
で
利
用
で
き

な
い
こ
と
、
ま
た
、
資
金
的
に
も
継
続
し
た
安
定
性

が
な
い
、
な
ど
不
十
分
な
条
件
な
が
ら
も
、
他
地
区

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
支
え
ら
れ
て
、
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　
老
人
給
食
会
は
、
第
三
地
区
の
町
内
会
館
が
一
〇

〇
％
整
備
さ
れ
て
お
り
、
活
動
の
展
開
を
容
易
に
し

て
い
る
が
、
町
内
会
館
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
あ
る
保

健
指
導
員
は
、
町
内
会
館
で
給
食
会
を
始
め
た
い
が
、

会
長
が
積
極
的
で
な
い
た
め
に
、
な
か
な
か
進
ま
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
、
悩
み
を
訴
え
て
い
た
。

ウ
自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ

◎
旧
住
民
主
導
の
有
志
子
供
会

　
こ
の
地
区
の
自
主
的
活
動
グ
ル
ー
プ
は
、
子
供
関

係
の
活
動
が
蓄
積
を
も
っ
て
い
る
。

　
前
西
区
子
供
会
連
合
会
会
長
は
、
七
十
代
の
女
性

で
、
地
城
で
は
有
志
の
子
供
会
を
運
営
し
、
切
り
絵

教
室
、
寺
子
屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
を
主
催
し
て
い
る
活
動
暦
四

十
数
年
の
現
役
の
活
動
家
で
あ
る
。
終
戦
直
後
か
ら

親
が
働
き
に
出
て
、
子
育
て
に
手
の
回
ら
な
い
子
供

た
ち
を
集
め
て
子
供
会
を
始
め
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
地
区
の
一
部
で
は
、
子
供
会
の
な
い
自

治
会
・
町
内
会
も
あ
る
な
ど
自
治
会
・
町
内
会
の
活

動
の
一
部
と
い
う
よ
り
は
、
独
立
し
た
有
志
子
供
会

と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

◎
子
供
の
育
つ
環
境
づ
く
り
の
新
し
い
動
き

　
　
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
会
」
は
公
園
で
知
り
合
っ
た

母
親
た
ち
が
自
主
的
に
始
め
た
幼
児
の
子
育
て
ク
ル
ー

プ
で
あ
る
。
保
健
婦
の
か
か
わ
り
は
当
初
か
ら
な
い
。

で
き
る
だ
け
、
子
供
に
外
遊
び
を
さ
せ
た
い
の
で
、

公
園
で
子
供
を
遊
ば
せ
て
い
た
Ｈ
さ
ん
は
、
子
供
達

に
「
公
園
お
ば
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

公
園
で
知
リ
合
っ
た
母
親
た
ち
に
声
を
か
け
て
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
っ
た
。
週
二
回
、
地
域
の
公
園
、
境
之
谷

公
園
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
町
内
会
館
等
に
集
ま
り
、

時
に
は
戸
塚
区
の
自
然
の
多
い
舞
岡
公
園
や
、
母
親

達
は
中
区
の
講
演
会
な
ど
に
も
出
掛
け
積
極
的
な
活

動
を
し
て
い
る
。
保
育
理
念
に
つ
い
て
は
、
東
京
世

田
谷
の
「
新
し
い
保
育
を
考
え
る
会
」
と
連
絡
を
取

り
合
う
な
ど
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
範
で
あ
る
。

集
ま
り
は
週
二
回
と
通
常
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
よ
り

回
数
も
多
く
、
障
害
児
保
育
の
勉
強
も
す
る
な
ど
、

定
期
的
に
利
用
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
本
格
的
な
自
主

保
育
へ
の
発
展
性
を
も
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
時
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
母
体
と
な
っ

て
で
き
た
「
え
ぷ
ろ
ん
の
会
」
は
思
春
期
の
子
育
て

の
悩
み
を
本
音
で
話
し
合
う
会
で
あ
る
。
親
業
の
勉

強
会
な
ど
の
新
し
い
視
点
で
の
活
動
も
し
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
は
、
四
十
代
の
女
性
で
、
自
主
訓
練
会

（
他
区
）
の
活
動
に
も
参
加
し
、
全
市
的
な
事
務
局

の
仕
事
も
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
副
会
長
で
も
あ
り
、
町
内
の
若
妻
会
へ
も
参
加
す

る
な
ど
、
地
域
の
新
旧
住
民
を
つ
な
ぐ
中
堅
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
。

◎
新
住
民
の
あ
た
ら
し
い
活
動

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
協
会
に
所
属
し
て
い
る
男
性
ヘ
ル
パ
ー
の

主
催
す
る
「
男
性
ヘ
ル
パ
ー
の
会
」
が
特
徴
的
で
あ

る
。
リ
ー
ダ
ー
は
民
間
の
企
業
を
退
職
し
た
六
十
五

歳
の
男
性
で
、
地
区
内
に
越
し
て
来
て
四
年
目
の
新

住
民
で
あ
る
。
義
母
の
介
護
体
験
か
ら
こ
の
仕
事
を

始
め
た
と
い
う
こ
の
男
性
は
、
他
の
男
性
ヘ
ル
パ
ー

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
勉
強
会
を
行
う
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
女
性
の
目
で
見
た
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
し
て
い
る
三
十
代
の
女
性
も
、
居
住
年

数
二
年
の
新
住
民
で
あ
る
。
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

Ｓ
さ
ん
は
、
自
分
の
子
供
が
小
学
生
で
、
こ
の
地
区

住民活動の相互関係図一２

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者

自
治
会
・
町
内
会
関
係
：
西
区
連
合

　
町
内
会
長
、
地
区
連
合
会
会
長
、

　
単
位
自
治
会
会
長
、
前
西
区
子
供

　
会
連
合
会
会
長
（
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

　
ダ
ー
の
会
会
長
）
、
民
生
委
員
、

　
老
人
ク
ラ
ブ
、
青
少
年
補
導
員
、

　
社
会
教
育
指
導
員
等
子
供
会
関
係

　
者
、
カ
ボ
チ
ャ
園
（
地
区
社
会
福

　
祉
協
議
会
の
痴
呆
性
老
人
の
デ
イ

　
ケ
ア
活
動
）
。

自
主
的
な
活
動
グ
ル
ー
プ
：
ピ
ー
タ
ー

　
パ
ン
の
会
（
幼
児
の
子
育
て
ク
ル
ー

　
プ
）
、
え
ぷ
ろ
ん
の
会
（
思
春
期

　
の
子
育
て
の
悩
み
を
語
る
会
）
、

　
生
協
活
動
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
グ

　
ル
ー
プ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
子

　
供
会
活
動
）
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の

　
会
（
障
害
児
自
主
訓
練
会
）
、
男

　
性
ヘ
ル
パ
ー
の
会
、
ま
ち
づ
く
り

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

そ
の
他
・
障
害
の
子
ど
も
の
介
護
の

　
問
題
を
抱
え
た
市
民
。

地
域
施
設
関
係
：
西
前
小
学
校
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
務
局
長
、

　
境
之
谷
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ

　
フ
、
ム
ー
ミ
ン
保
育
園
（
無
認
可

　
保
育
園
）
園
長
、
浜
松
町
老
人
憩

　
い
の
家
利
用
者

区
役
所
関
係
：
西
区
役
所
区
政
推
進

　
課
、
市
民
課
、
福
祉
課
、
建
築
課
、

　
保
健
所
、
西
区
社
会
福
祉
協
議
会
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の
遊
び
環
境
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
。
と
く
に
、
公

園
な
ど
で
安
心
し
て
外
遊
び
の
で
き
る
環
境
が
な
く
、

子
供
に
社
会
性
を
も
た
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
こ
と

な
ど
、
子
供
の
生
活
を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
考

え
て
い
る
。

　
彼
ら
は
、
新
住
民
で
あ
る
が
、
区
民
会
議
の
委
員

で
も
あ
り
、
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
旧
地

元
住
民
と
の
か
か
わ
り
も
大
切
だ
、
と
考
え
て
い
る
。

◎
生
協
活
動
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
連
合
会
（
パ
ッ
ク
連
）

　
の
活
動
も

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
、
子
供
会
の
役
員
、
牛
乳
パ
ッ
ク

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
生
協
活
動
を
し
て
い
る
四
十

代
の
女
性
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
現
在
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
在
り
方
、
町
内
会
活
動
の
在
り
方
に
対
し
、
自

発
的
に
活
動
し
て
い
る
七
い
う
よ
り
、
動
員
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
た
感
じ
で
、
新
し
い
感
覚
が
生
か
さ
れ

な
い
、
と
語
っ
て
い
る
。

②
ｌ
住
民
の
相
互
関
係
－
旧
住
民
主
導
型
の
活
動

　
昭
和
二
十
年
代
か
ら
住
み
続
け
て
い
る
高
齢
の
地

元
住
民
が
、
自
治
会
・
町
内
会
組
織
を
基
盤
と
し
て

活
動
を
続
け
、
こ
の
地
区
で
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ

て
い
る
。
一
方
、
新
住
民
を
中
心
と
し
た
新
し
い
活

動
も
あ
る
が
、
相
互
に
交
流
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
新
し
い
活
動
は
、
他
の
地
区
に
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
お
り
、
地
区
内
よ
り
は
、
そ
ち

ら
と
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
育
て

グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
の
活
動
な
ど

新
住
民
を
中
心
と
し
た
自
主
的
な
活
動
も
、
町
内
会

館
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
の
便
宜
を
は
か
っ
て

も
ら
っ
て
お
り
、
多
少
の
か
か
わ
り
も
も
っ
て
い
る
。

（
図
―
２
参
照
）

こ
の
地
区
に
は
、
積
極
的
に
交
流
の
場
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
公
共
の
施
設
、
あ
る
い
は
新
旧
住
民
を

つ
な
ぐ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
も
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の

結
果
、
歴
史
的
に
か
な
り
の
蓄
積
を
も
っ
て
い
る
こ

の
地
域
の
活
動
が
新
し
い
世
代
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

町
内
会
長
が
地
域
に
つ
い
て
の
行
政
情
報
を
最
も
多

く
知
り
、
行
政
の
協
力
者
と
し
て
地
域
の
運
営
に
つ

い
て
の
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。

し
、
ま
た
、
新
し
い
住
民
同
士
も
、
同
じ
よ
う
な
活

動
を
し
な
が
ら
相
互
交
流
が
な
い
。

③
―
地
域
活
動
と
行
政

　
地
域
活
動
の
種
類
に
よ
っ
て
、
行
政
の
セ
ク
シ
ョ

ン
と
の
関
わ
り
は
異
な
る
。

　
自
治
会
・
町
内
会
の
役
員
や
行
政
の
各
種
委
嘱
委

員
を
中
心
と
す
る
住
民
の
グ
ル
ー
プ
は
区
役
所
の
市

民
課
地
域
振
興
係
と
か
か
わ
り
が
深
く
、
ま
た
、
こ

の
地
区
の
子
供
会
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
グ
ル
ー

プ
は
、
市
民
課
社
会
教
育
係
と
の
か
か
わ
り
が
強
い
。

　
ま
た
、
保
健
・
福
祉
系
の
活
動
を
し
て
い
る
住
民

も
そ
れ
ぞ
れ
に
接
触
す
る
窓
口
を
持
ち
、
障
害
児
の

自
主
訓
練
会
な
ど
は
、
地
域
活
動
ホ
ー
ム
の
運
営
を

と
お
し
て
在
宅
障
害
者
援
護
協
会
と
か
か
わ
り
、
民

生
委
員
、
保
健
指
導
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
課
、
保

健
所
と
関
係
し
、
老
人
給
食
会
や
デ
イ
ケ
ア
の
活
動

は
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
は
、
生
涯
学
級
の
運
営
委
員

会
を
組
織
し
、
三
年
を
限
度
と
し
た
学
級
活
動
と
し

て
十
万
円
の
委
託
料
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
意
味
で
は
、
社
会
教
育
係
と
の
か
か
わ
り
は
多

く
の
グ
ル
ー
プ
が
一
度
は
も
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
行
政
の
縦
割
り
セ
ク
シ
ョ

ン
と
の
か
か
わ
り
で
あ
り
、
区
役
所
の
ど
の
セ
ク
シ
ョ

ン
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
の
は
、
七
つ
の
役
職
の
委

員
で
あ
る
連
合
町
内
会
長
な
ど
旧
地
元
住
民
を
代
表

と
す
る
住
民
層
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
実
質
、
連
合

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

地
域
活
動
か
ら
み
た
地
域
施
設
の
ニ
ー

ズ

①
―
主
要
地
域
施
設
の
利
用
状
況

◎
い
つ
も
満
員
の
西
セ
ン
タ
ー

　
横
浜
駅
に
近
い
た
め
に
年
間
利
用
者
も
約
十
三
～

十
四
万
人
と
多
い
が
、
区
民
以
外
の
利
用
が
多
く
、

こ
の
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
三
ヵ
月
先
の
予
約
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
距
離
的
に

も
遠
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
し
に
く
い
状
況

で
あ
る
。
境
之
谷
や
藤
棚
の
人
は
野
毛
の
地
区
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
。
地
区
内
に
セ
ン
タ
ー
の
な

い
現
在
で
は
、
利
用
圏
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

◎
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
欲
し
い
境
之
谷
公
園
こ
ど
も
ロ

　
グ
ハ
ウ
ス

　
ほ
ぼ
こ
の
地
域
内
の
五
小
学
校
の
子
供
が
利
用
し

て
い
る
。
特
に
近
所
の
子
供
は
よ
く
利
用
し
、
親
し

ま
れ
て
い
る
。
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い
る
ロ
グ
ス
タ
ッ

フ
は
子
供
会
活
動
な
ど
地
域
活
動
の
経
験
者
が
多
く
、

ま
た
、
子
育
て
グ
ル
ー
プ
も
頻
繁
に
訪
れ
て
お
り
、

近
所
の
保
育
所
、
小
学
校
の
利
用
も
あ
る
。

　
こ
の
施
設
が
で
き
た
こ
と
で
、
子
供
、
親
、
子
供

こどもログハウス(ちびっことりで)

公園の隣りで平地にあり集まりやすい老人憩いの家

　こどもログハウスのスタッフは「見守

り人」という役割だが、けがや危険な時

以外は、子どもに手をふれてはいけない、

ということだった。結局、休日に時間を

とって子どもと一緒に遊んだりした。も

う少し子どもとかかわり、積極的にやり

たかった。
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に
か
か
わ
り
の
あ
る
活
動
グ
ル
ー
プ
が
利
用
し
て
い

る
の
で
、
運
営
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
子
供
関
連
の

活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠

点
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
利
用
者
は
「
親
子

の
交
流
の
拠
点
に
な
る
と
施
設
と
し
て
の
深
ま
り
が

ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

◎
利
用
率
を
高
め
る
の
に
悩
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル

　
西
前
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
利
用

率
は
三
〇
％
を
割
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
開
設
し
て
間

も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
知
ら
な
い
人
も
多
い
。
ど
の

よ
う
に
使
え
る
か
を
含
め
、
Ｐ
Ｒ
不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
自
主
事
業
を
開
催
し
た
り
、
利
用
層
を
開

拓
し
て
い
る
時
期
、
と
事
務
局
長
は
語
っ
て
い
た
。

◎
人
気
の
高
い
浜
松
町
老
人
憩
い
の
家

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て
利
用
で
き
る
浜
松
町
公

園
に
隣
接
し
て
お
り
、
年
間
利
用
者
は
八
千
百
十
七

人
（
平
成
三
年
度
）
と
多
い
。
そ
の
う
ち
集
会
利
用

の
比
率
は
四
九
％
で
あ
り
、
半
数
以
上
は
個
人
利
用

と
な
っ
て
い
る
。

　
平
地
に
あ
り
、
便
利
が
良
い
こ
と
、
公
園
に
隣
接

し
て
い
る
た
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
「
い
き
が
い
作

業
」
（
清
掃
活
動
）
の
後
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
食

事
を
し
た
り
す
る
の
に
と
て
も
便
利
と
、
評
判
は
良

い
。
午
後
に
は
、
将
棋
、
囲
碁
の
グ
ル
ー
プ
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

◎
町
内
会
館
の
よ
う
な
一
本
松
青
少
年
の
家

　
一
本
松
小
学
校
の
脇
に
あ
り
、
年
間
利
用
者
は

五
千
四
百
四
人
（
平
成
三
年
度
）
と
、
老
人
憩
い
の

家
よ
り
は
少
な
い
。
勤
労
青
少
年
や
学
生
の
利
用
は

な
く
、
成
人
利
用
（
七
二
・
五
％
）
と
小
・
中
学
生

利
用
（
二
七
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
成
人
利
用

で
は
町
内
会
館
的
な
利
用
が
七
〇
％
を
占
め
、

小
・
中
学
生
利
用
で
は
九
一
・
六
％
が
小
学
生
利
用

と
な
っ
て
い
る
。

◎
グ
ル
ー
プ
活
動
に
開
放
さ
れ
て
い
る
区
役
所
会
議

室　
区
役
所
の
会
議
室
も
活
動
グ
ル
ー
プ
に
貸
し
出
さ

れ
て
い
る
。
登
録
団
体
に
限
ら
れ
る
が
、
か
な
り
頻

繁
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

②
―
地
域
活
動
と
施
設
ニ
ー
ズ

ア
具
体
的
ニ
ー
ズ

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
グ
ル
ー
プ
の
施
設
へ
の
要
望
は
、

具
体
的
で
細
か
い
、
が
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◎
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
板
の
間
で
、
夜
十
時
頃
ま
で
利
用
で
き
る
施
設
が

ほ
し
い
。
町
内
会
館
は
狭
す
ぎ
、
公
共
施
設
は
時
間

が
短
い
。
青
少
年
の
家
は
厨
房
が
な
く
、
使
い
づ
ら

い
。
深
夜
ま
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
歓
談
で
き
る

セ
ン
タ
ー
が
ド
イ
ツ
に
は
あ
っ
た
が
、
と
て
も
使
い

や
す
い
施
設
だ
っ
た
。

◎
公
園
の
利
用
者

　
自
転
車
乗
り
、
ボ
ー
ル
投
げ
は
ダ
メ
、
煮
炊
き
ダ

メ
な
ど
禁
止
事
項
が
多
く
使
え
な
い
。
お
も
し
ろ
く

な
い
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
子
供
の
遊
び
の
利
用
が
か
ち
あ

う
。
た
い
て
い
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
優
先
さ
れ
る
。

◎
町
内
会
活
動

　
第
一
地
区
、
第
二
地
区
に
町
内
会
館
が
な
く
、
活

動
が
し
に
く
い
。
幾
つ
か
の
町
内
で
共
有
し
て
で
も

会
館
を
建
て
た
い
。
町
内
会
館
が
あ
る
と
、
子
供
会

活
動
も
老
人
給
食
も
活
発
に
な
る
。

◎
痴
呆
性
老
人
の
デ
イ
ケ
ア

　
町
内
会
館
を
利
用
し
て
い
る
が
、
悩
み
は
ト
イ
レ
、

冬
は
暖
房
が
き
い
て
暖
か
く
、
集
ま
り
や
す
い
平
地

地域活動と施設利用の実態図―３
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に
あ
る
と
よ
い
。

◎
老
人
給
食
活
動

　
町
内
会
館
が
な
い
と
こ
ろ
は
、
個
人
の
家
を
利
用

し
た
り
し
て
い
る
が
定
期
的
に
安
定
し
て
利
用
で
き

な
い
と
、
進
ま
な
い
。

◎
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　
あ
ち
こ
ち
転
々
と
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
拠
点

的
に
利
用
で
き
る
場
が
欲
し
い
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
雨
の
日
に
利
用
す
る
が
、
お
弁

当
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
個
人
の
家
に

行
く
。
町
内
会
館
は
、
気
を
使
い
な
が
ら
利
用
。
場

所
に
よ
っ
て
は
、
町
内
以
外
の
人
が
い
る
と
利
用
で

き
な
い
。

◎
学
童
保
育

　
町
内
会
館
を
利
用
し
て
い
る
が
、
遊
び
場
や
騒
音

問
題
な
ど
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
学
校
の
空
き
教
室

な
ど
を
利
用
し
た
い
。

◎
老
人
会

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
後
、
気
軽
に
お
茶
飲
み
が

で
き
、
平
地
で
集
ま
り
易
い
と
こ
ろ
が
よ
い
。
浜
松

町
老
人
憩
い
の
家
が
と
て
も
い
い
場
所
に
あ
る
。

　
老
人
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
家
族
を
休
ま
せ
る

た
め
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
も
身
近
な
と
こ
ろ

に
是
非
ほ
し
い
。

◎
自
主
訓
練
会

　
地
域
活
動
ホ
ー
ム
が
や
っ
と
で
き
た
が
、
常
駐
で

き
な
い
の
に
、
人
手
と
経
費
を
取
ら
れ
る
。
個
人
の

家
で
活
動
す
る
ほ
う
が
い
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

　
町
内
会
館
を
利
用
し
て
い
る
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
ヤ
ー

ド
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

◎
生
協
・
パ
ッ
ク
連

　
気
を
使
い
な
が
ら
町
内
会
館
を
利
用
し
て
い
る
。

④
施
設
の
三
つ
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
不
足

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
活
動
グ
ル
ー
プ
と
施
設
利
用
の

実
態
は
図
１
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
横
軸
に
は
活
動

の
種
類
を
ラ
イ
フ
ス
テ
イ
ジ
に
よ
っ
て
取
り
、
縦
軸

を
利
用
頻
度
で
と
っ
た
図
で
あ
る
。
多
く
の
活
動
は
、

固
定
し
た
施
設
を
利
用
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
都
合
で
い
く
つ
か
の
施
設
を
利
用
し
て
い

る
が
活
動
が
安
定
し
て
く
る
と
、
定
期
利
用
ニ
ー
ズ

を
も
つ
。
ま
た
、
自
主
保
育
、
学
童
保
育
、
地
域
作

業
所
な
ど
は
毎
日
利
用
し
て
お
り
専
用
利
用
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。
ま
た
、
公
園
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に

目
的
も
な
く
個
人
で
ふ
ら
り
と
利
用
す
る
ロ
ビ
ー
ニ
ー

ズ
も
あ
る
。
恐
ら
く
、
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

も
こ
れ
ら
の
施
設
二
ー
ズ
が
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

地
域
は
、
施
設
が
圧
倒
的
に
不
足
し
、
い
ず
れ
の
ニ
ー

ズ
も
充
足
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
身
近
で
気
軽
に

利
用
で
き
る
場
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

５

ま
と
め
ｌ
地
区
の
ニ
ー
ズ
と
そ
の
展
開

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
―
地
域
資
源
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

　
　
整
備

　
こ
の
地
区
は
坂
道
が
多
く
、
ま
た
老
人
も
多
い
。

生
活
圏
は
歩
い
て
三
分
圏
が
適
当
で
あ
り
、
小
規
模

集
会
施
設
の
ニ
ー
ズ
が
強
い
。
空
き
地
の
少
な
い
、

こ
の
地
区
に
は
地
域
資
源
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
整
備
が
必
要
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
空
屋
の

借
り
上
げ
に
よ
る
集
会
施
設
の
設
置
、
こ
の
地
区
に

特
に
多
い
銭
湯
施
設
に
お
け
る
デ
イ
ケ
ア
な
ど
が
有

効
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
六
十
六
頁
、
図
―
２
参
照
）

　
ま
た
、
専
用
施
設
ニ
し
ス
に
対
し
て
は
、
ミ
ニ
・

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
補
助
事
業
な
ど
の
新
し
い
メ
ニ
ュ

ー
が
考
え
ら
れ
る
。

②
―
地
域
住
民
が
必
要
に
応
じ
て
、
相
互
に
交
流
し

　
　
あ
う
場
と
し
て
の
施
設
機
能
の
充
実

　
現
在
、
こ
の
地
区
に
は
中
心
と
な
る
施
設
が
な
い

が
、
地
区
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
市
営
藤
棚
住
宅
と
併
設
で
建
設
予
定
で
あ

り
、
主
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ロ
ビ
ー
機

能
の
充
実
や
活
動
グ
ル
ー
プ
の
交
流
、
育
成
が
積
極

的
に
図
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
と
く
に
、
旧
地

元
住
民
と
新
住
民
と
の
無
理
の
な
い
交
流
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
自
主
事
業
の
展
開
な
ど
が
、
新

し
い
人
材
を
発
掘
し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
機
能

を
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
関
わ
り
を
も
っ

た
柔
軟
な
運
営
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー

ズ
を
充
足
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
積
極
的
に
展
開
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

③
―
区
役
所
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
機
能
の
必
要
性

　
地
域
課
題
で
あ
げ
ら
れ
た
問
題
は
、
道
路
、
交
通
、

住
環
境
整
備
な
ど
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
き
め
細
か
い
把
握

と
対
応
が
、
区
役
所
と
事
業
局
と
の
連
携
の
下
に
検

討
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

Λ
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
村
上
佳
江
、
中
川
久
美
子
が
実

施
、
地
区
概
要
は
内
海
宏
が
、
以
降
の
文
章
は
中
川

が
ま
と
め
た
Ｖ

坂道を登る老人
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